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cue 30 号 目次
巻頭言
電気・電子及び情報通信技術者の使命と責任
……………………………………………………………… 昭和 35 年卒　名誉教授　池田　克夫……  1
大学の研究・動向
イオンビームの「3本の矢」：ナノ粒子イオンの魅力












……………情報学研究科　知能情報学専攻　松山研究室　博士後期課程 1年　石川　惠理奈……  59
「留学生からの教訓」








　cue は 30 号という区切りの号を迎えました。このような区切りの号で編集後記を書かせて頂く幸運
に感謝しております。編集後記を書くにあたり、いくつかの号を拾い上げて、掲載記事より教室の動向
を調べてみました。記念すべき創刊号である 1号（1998 年 6 月）では、情報学研究科の発足について報
告されています。2号（1998 年 12 月）では電気教室創立百周年記念行事について報告されており、前
年（1997 年）の京都大学創立百周年記念事業も含めて当時の様子を思い出させます。3号（1999 年 6 月）
では、大学院重点化に伴い 1研究室あたりの面積が減少し、研究環境の息苦しさを感じるとの記事があ
り、過渡期の教室の状況を垣間みることができます。5号（2000 年 6 月）では桂キャンパスの新設と移
転について報告されており、物理系の移転が昨年度（2012 年度）実施されたことからも長期にわたるキャ
ンパス移転の困難な道のりを感じます。20 世紀最後の発刊となる 6号（2000 年 12 月）では、新世紀（21
世紀）においても記事を充実させていく旨が述べられています。10 号（2002 年 12 月）には、21 世紀
COEプログラムの採択と拠点概要について報告されています（ちなみに、筆者はサポートを受けた学



















協 力 支 援 企 業
新 日 本 製 鐵 株 式 会 社
ダ イ キ ン 工 業 株 式 会 社
鉄道情報システム株式会社
株 式 会 社　 村 田 製 作 所
ロ ー ム 株 式 会 社
（アイウエオ順）
